
上
部
工

部　　材 補　修　工 規格

伸縮装置取替工

グラウト再充填工 リパッシブ工法

ＳＳ４００相当品

主桁

【補修対策工法一覧表】

舗装、橋面防水、

排水設備

伸縮装置

数量

1150箇所

70.29ｍ

地覆 剥落防止シート剥落防止工

下
部
工

ひび割れ補修工 ひび割れ注入工(エポキシ樹脂1種)

左官工(ポリマーセメントモルタル)

橋台、橋脚

橋台、橋脚 断面修復工

646.2ｍ

0.04ｍ3

排水装置 VP管取替、排水桝設置、取付金具取替排水装置補修工

支承 常温亜鉛メッキ支承防錆工

照明灯 パテ処理、常温亜鉛メッキ照明施設補修工

32箇所

337.49ｍ2

1箇所

1.05ｍ2

1 6図示

徳島県東部県土整備局〈徳島庁舎〉

橋梁補修一般図

A 1 P 1 P5P 2 P3 P 4 P6 P 7 P8 P 9 A2

起点側
右　岸

終点側
左　岸

DL0.000

H.W.L 20.010

IP

EP

A 1 P 1 P5P 2 P3 P 4 P6 P 7 P8 P 9 A2

IP-1

BP

終点側
左　岸

平面図

側面図

S=1:600

起点側
右　岸

施工時水位　TP+18.502

【鮎喰川】 【鮎喰川】 【鮎喰川】

【鮎喰川】 【鮎喰川】 【鮎喰川】

【船戸谷川】

【船戸谷川】

（パテ埋め・常温亜鉛メッキ）

（左官工）

（左官工）

（パテ埋め・常温亜鉛メッキ）

伸縮装置取替工、グラウト再充填工、ひび割れ補修工、断面修復工、排水装置補修工、支承防錆工

伸縮装置取替工、舗装工、橋面防水工、グラウト再充填工、ひび割れ補修工、断面修復工、排水装置補修工、支承防錆工

13550桁長　L=39925

橋長　L=360000 26300

400

50桁長　L=31950

A=253.6m2
A=6.67m2

A=6.43m2

A=12.7m2A=12.7m2A=12.7m2A=12.7m2A=12.7m2A=12.7m2A=12.7m2

断面図 S=1:60

P1～P5部 P5～P9部A1～P1,P9～A2部

G1 G2 G3 G4 G5

G1 G2 G3 G4 G5

G1 G2 G3 G4 G5
断面修復工、排水装置補修工、

(第1径間のみ) (第6径間のみ)

縮装置取替工、

支承防錆工、グラウト再充填工、ひび割れ補修工

断面修復工、排水装置補修工、縮装置取替工、

支承防錆工、グラウト再充填工、ひび割れ補修工
断面修復工、排水装置補修工、縮装置取替工、

支承防錆工、グラウト再充填工、ひび割れ補修工

工事名

図面名

縮尺 図面番号

年度

事業者名

/

路線名等

工事箇所

鬼籠野国府線

徳島市一宮町(一宮橋)

R7徳土　鬼籠野国府線(一宮橋)

徳・一宮　橋梁修繕工事（担い手確保型）

令和 ７年度

橋梁補修一般図

実施設計図面

舗装復旧工 1式
表層、基層、橋面防水工

排水ドレーン、区画線工

25 桁長　L=31950 50 桁長　L=31950 50 桁長　L=31950 50 桁長　L=31950 50 桁長　L=31950 50 桁長　L=39950 50 桁長　L=39950 50 桁長　L=39950 50 桁長　L=39950 50 桁長　L=39925 50

橋長 360000 26300

23700

5
0
0 6
3
5
01
5
0
0

3
5
0

8
7
0
0

至 鬼籠野 至 国府

4000

6
8
5
0

507 11218

4000

6
8
5
0

11975

23700

10800

1
8
5
0
0

7000
9
0
0
0

7000

9
0
0
0

7000

9
0
0
0

7000

9
0
0
0

10800

1
7
5
0
0

1
7
9
1
8

10800

1
7
0
0
0

10800

1
6
0
0
0

10800

1
5
0
0
0

13350 12435 515

6600

8
5
2
3

5000

1
3
8
5
4

3800

1
1
7
2
0

9
9
2
0

4200

350 支間長　L=31275 350 350 支間長　L=31250 350 350 支間長　L=31250 350 350 支間長　L=31250 350 350 支間長　L=31250 350 400 支間長　L=39150 400

50

400 支間長　L=39150 400 400 支間長　L=39150 400 400 支間長　L=39150 400 400 支間長　L=39125 400

至 国府

12235 51511975 25511 11214 50

50

桁長　L=31950 50桁長　L=31950 50桁長　L=31950 桁長　L=31950 50 50桁長　L=39950 50桁長　L=39950 50桁長　L=39950 50桁長　L=39950

350 350 支間長　L=31250

350

350 支間長　L=31250 350 350 支間長　L=31250 350 350 支間長　L=31250 350 400 支間長　L=39150 400 400 支間長　L=39150 400 400 支間長　L=39150 400 400 支間長　L=39150 400 40031275350 支間長　L=39125

至 鬼籠野

河川保全区域

900016000

河川区域 河川区域

河川保全区域

900016000

河川区域 河川区域

河川区域

河川区域

410000

410000

落橋防止装置防錆工

落橋防止装置防錆工

剥落防止工

剥落防止工 照明灯補修工

ひび割れ補修工 ひび割れ補修工断面修復工

ひび割れ補修工 ひび割れ補修工断面修復工

照明灯補修工

区画線工

L=6.0m

350 2750 2750 500350 1500 500

8700

3501500350

8700

27502750 500 500350 1500 350

8700

2750 2750 500 500

9
0
01
2
6
5

850 1750@4=7000 850

8700

1
7
5
0

2
1
5
0

4@1750=7000

875 8753@1750=5250

4@1750=7000

875 8753@1750=5250

落橋防止装置防錆工 落橋防止装置防錆工

伸縮装置取替工 伸縮装置取替工 伸縮装置取替工

1
0
5
0

7
0
0

1
7
5
0

1
4
5
0

7
0
0

2
1
5
0

剥落防止工 剥落防止工 剥落防止工

A=12.7m2 A=6.4m2A=12.7m2

L=25.8m

L=23.1m

L=6.0m L=6.0m L=6.0m L=6.0m L=6.0m L=6.0m L=6.0m L=6.0m L=6.0m L=3.0m



設計伸縮量:12.4mm 

(A1橋台)

記　　　事

D16

σ3h=24N/mm2

100× 78×7.0ｍ

D16×6.4ｍ×4本

数　　量

個

m

単位

本

リットル

名　　　称

シリコーン系

発泡スチロール

超速硬コンクリート

材料表

材　　　質番号

3

2

1

6

5

7

4

差筋アンカー

遊間部埋込型枠

コンクリート

アップスタンド

シール材

伸縮装置

1.03

0.05

100

0.57

39.94

2

6.390

（1箇所あたり)×1式

-5℃～+35℃

参考撤去数量

温度範囲

設 計 条 件

既設伸縮装置

コンクリート

温度変化伸縮量 （固定沓）0mm

SD345

kg補強鉄筋

3. 既設の床版鉄筋は極力切断しないこと

1. 施工において図面相当品とする

2. 伸縮装置の割付は施工計画に従って決定のこと

注記

5. 差筋アンカーは既設鉄筋で代用可能な場合は不要とする

4. カッター巾・箱抜き深さは現場の状況によって変更すること

常時伸縮量 12.4mm

SS400相当品

m3

m3

SD345

m

m3

埋設ジョイント

0.57

6.35

30 × 25× 1377

6. 伸縮装置制作時は現地調査し、制作延長を決定すること 

SS400相当品　伸縮量20型

橋
台

側
橋

梁
側

金物設置図

7

2

7

2

移動方向

地覆角度

施工分割位置

横断勾配 横断勾配

伸縮装置 6390

伸縮金物図 S=1:10

現地に合わせる

伸縮装置断面図 S=1:5 撤去参考断面図 S=1:5

橋台側 橋梁側

1 3

4

6 差筋アンカー

D16x250

5 撤去

橋台側 橋梁側

S=1:30

配置図

A1

F

P1

M F

P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 P9 A2

MM F M F M F M F M F M F M F M F

伸縮装置補修詳細図(その1)

2

伸縮装置補修詳細図(その1)

令和　７年度

工事名

図面名

縮尺 図面番号

年度

事業者名徳島県東部県土整備局〈徳島庁舎〉

6/

路線名等

工事箇所

鬼籠野国府線

徳島市一宮町(一宮橋)

図示

R7徳土　鬼籠野国府線(一宮橋)

徳・一宮　橋梁修繕工事（担い手確保型）

実施設計図面

3100 3250

5006350

2
9
0

2
0
0

215

2015

20 20

7065

差筋アンカー 24 x 250 = 6000

90
°

舗装復旧 W=6350

1
0
0
0

1
0
0
0

112.5

1800

1800

11 x 150 = 165037.5

6
0

1
0
0

1
0
4

2
5
0

2
5
0

100

60

13

2
5
0

5
9
.
5

1
0
4

1
5

2
9
.
5

2
5
0

D19

150

298

700

59.5
15

29.5

298104

1
5
078

1
5
0

1502580 80

1
5
0

1
5
0

25

700

25 5031950 5031950 5031950 5031950 31950 50 5039950 5039950 5039950 5039950 39925 50



(P1-P5・P7-P9橋脚)（KMSIII同等品以上）

リットル

設計伸縮量:41.3mm 既設遊間:50.0mm

記　　　事

D16

σ3h=24N/mm2

100×100×7.0ｍ

D16×6.4ｍ×4本

数　　量

個

m

単位

本

名　　　称

シリコーン系

発泡スチロール

超速硬コンクリート

材料表

SS400相当品・他

材　　　質番号

3

2

1

6

5

7

4

差筋アンカー

遊間部埋込型枠

コンクリート

アップスタンド

シール材

伸縮装置

2.07

0.07

100

0.54

39.94

2

6.390

（1箇所あたり)×8式

-5℃～+35℃

参考撤去数量

温度範囲

設 計 条 件

既設伸縮装置

コンクリート

温度変化伸縮量 6.4mm

SD345

kg補強鉄筋

3. 既設の床版鉄筋は極力切断しないこと

1. 施工において図面相当品とする

2. 伸縮装置の割付は施工計画に従って決定のこと

注記

5. 差筋アンカーは既設鉄筋で代用可能な場合は不要とする

4. カッター巾・箱抜き深さは現場の状況によって変更すること
常時伸縮量 35.4mm

SS400相当品

m3

m3

SD345

m

m3

埋設ジョイント

0.54

6.35

30 × 50× 1377

設置箇所 P1-P4

6.4mm

36.3mm

P5

8.0mm

41.3mm

P7-P8

8.0mm

41.3mm

P9

6. 伸縮装置制作時は現地調査し、制作延長を決定すること 

金物設置図

伸縮金物図 S=1:10伸縮装置断面図 S=1:5 撤去参考断面図 S=1:5

S=1:30伸縮装置補修詳細図(その2)

A
1
側

A
2
側

7

2

7

2

移動方向

地覆角度

施工分割位置

横断勾配 横断勾配

撤去

A1側 A2側

A2側A1側

1 3

4

6 差筋アンカー

D16x250

5

配置図

A1 P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 P9 A2

F M F MM F M F M F M F M F M F M F M F
伸縮装置補修詳細図(その1)

3

令和　７年度

工事名

図面名

縮尺 図面番号

年度

事業者名徳島県東部県土整備局〈徳島庁舎〉

6/

路線名等

工事箇所

鬼籠野国府線

徳島市一宮町(一宮橋)

図示

R7徳土　鬼籠野国府線(一宮橋)

徳・一宮　橋梁修繕工事（担い手確保型）

実施設計図面

3100 3250

5006350

2
9
0

2
0
0

215

2015

20 20

7065

差筋アンカー 24 x 250 = 6000

伸縮装置 6390

90
°

1
5
0

1
5
0

50

700

150

700

285

50

1
5
0

150

285 130

30 2080

1
5
0100

80 80

1800

1800

11 x 150 = 165037.5

2
5
0

2
5
0

15

60

130

6
0

1
3
0

112.5

2
5
0

8
0

1
3
0

2
5
0

1
3
0

2
0

3
0

D19

25 5031950 5031950 5031950 5031950 31950 50 5039950 5039950 5039950 5039950 39925 50



(P6橋脚)

リットル

設計伸縮量:41.3mm

記　　　事

D16

σ3h=24N/mm2

100×100×7.0ｍ

D16×6.4ｍ×4本

数　　量

個

m

単位

本

名　　　称

シリコーン系

発泡スチロール

超速硬コンクリート

材料表

SS400相当品　伸縮量50型

材　　　質番号

3

2

1

6

5

7

4

差筋アンカー

遊間部埋込型枠

コンクリート

アップスタンド

シール材

伸縮装置

1.51

0.07

100

0.54

39.94

1

6.390

（1箇所あたり)×1式

参考撤去数量

既設伸縮装置

コンクリート

SD345

kg補強鉄筋

3. 既設の床版鉄筋は極力切断しないこと

1. 施工において図面相当品とする

2. 伸縮装置の割付は施工計画に従って決定のこと

注記

5. 差筋アンカーは既設鉄筋で代用可能な場合は不要とする

4. カッター巾・箱抜き深さは現場の状況によって変更すること

SS400相当品

m3

m3

SD345

m

m3

埋設ジョイント

0.54

6.35

30 × 50× 1005

-5℃～+35℃温度範囲

設 計 条 件

温度変化伸縮量 8.0mm

常時伸縮量 41.3mm

6. 伸縮装置制作時は現地調査し、制作延長を決定すること 

金物設置図

伸縮金物図 S=1:10伸縮装置断面図 S=1:5 撤去参考断面図 S=1:5

S=1:30

伸縮装置補修詳細図(その3)

伸縮装置補修詳細図(その3)

4

令和　７年度

A
1
側

A
2
側

7

2

移動方向

地覆角度

7

施工分割位置

横断勾配 横断勾配

伸縮装置 6390

撤去

A1側 A2側

A2側A1側

1 3

4

6 差筋アンカー

D16x250

5

配置図

A1 P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 P9 A2

F M F MM F M F M F M F M F M F M F M F

工事名

図面名

縮尺 図面番号

年度

事業者名

路線名等

工事箇所

鬼籠野国府線

徳島市一宮町(一宮橋)

図示

R7徳土　鬼籠野国府線(一宮橋)

徳・一宮　橋梁修繕工事（担い手確保型）

/ 6

徳島県東部県土整備局〈徳島庁舎〉

実施設計図面

舗装復旧 W=6350

1
0
0
0

1
0
0
0

3100 3250

5006350

2
9
0

20 20

差筋アンカー 24 x 250 = 6000

90
°

215

7065

1
5
0

1
5
0

50

700

150

700

285
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1
5
0

150

285 130

30 2080

1
5
0100

80 80

1800

1800

11 x 150 = 165037.5

2
5
0

2
5
0

15

60

130

6
0

1
3
0

112.5
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0

8
0

1
3
0

2
5
0

1
3
0

2
0

3
0

D19

25 5031950 5031950 5031950 5031950 31950 50 5039950 5039950 5039950 5039950 39925 50



(A2橋台)

リットル

設計伸縮量:30.9mm

記　　　事

D16

σ3h=24N/mm2

100× 83×7.0ｍ

D16×6.4ｍ×4本

数　　量

個

m

単位

本

名　　　称

シリコーン系

発泡スチロール

超速硬コンクリート

材料表

SS400相当品　伸縮量35型

材　　　質番号

3

2

1

6

5

7

4

差筋アンカー

遊間部埋込型枠

コンクリート

アップスタンド

シール材

伸縮装置

2.07

0.06

100

0.56

39.94

2

6.390

（1箇所あたり)×1式

参考撤去数量

既設伸縮装置

コンクリート

SD345

kg補強鉄筋

3. 既設の床版鉄筋は極力切断しないこと

1. 施工において図面相当品とする

2. 伸縮装置の割付は施工計画に従って決定のこと

注記

5. 差筋アンカーは既設鉄筋で代用可能な場合は不要とする

4. カッター巾・箱抜き深さは現場の状況によって変更すること

SS400相当品

m3

m3

SD345

m

m3

埋設ジョイント

0.56

6.35

30 × 50× 1377

-5℃～+35℃温度範囲

設 計 条 件

温度変化伸縮量 8.0mm

常時伸縮量 30.9mm

6. 伸縮装置制作時は現地調査し、制作延長を決定すること 

金物設置図

舗装復旧 現地に合わせる

伸縮金物図 S=1:10伸縮装置断面図 S=1:5 撤去参考断面図 S=1:5

S=1:30

伸縮装置補修詳細図(その4)

5

伸縮装置補修詳細図(その4)

令和　７年度

橋
梁

側
橋

台
側 移動方向

地覆角度

7

2

7

2

施工分割位置

横断勾配 横断勾配

伸縮装置 6390

撤去

橋梁側 橋台側

橋台側橋梁側

1 3

4

6 差筋アンカー

D16x250

5

配置図

A1 P1 P2 P3 P4 P5 P6 P7 P8 P9 A2

F M F MM F M F M F M F M F M F M F M F

工事名

図面名

縮尺 図面番号

年度

事業者名

R7徳土　鬼籠野国府線(一宮橋)

徳・一宮　橋梁修繕工事（担い手確保型）

徳島県東部県土整備局〈徳島庁舎〉

6/

路線名等

工事箇所

鬼籠野国府線

徳島市一宮町(一宮橋)

図示

実施設計図面
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台
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工事名

図面名

縮尺 図面番号

年度

事業者名

補修一般図

6 6/

路線名等

工事箇所

鬼籠野国府線

徳島市一宮町(一宮橋)

補修一般図

側 面 図 S=1:600

平 面 図 S=1:600

A 1 P 1 P5P 2 P3 P 4 P6 P 7 P8 P 9 A2

起点側
右　岸

終点側
左　岸

起点側
右　岸

終点側
左　岸

断面修復工
表面含浸工
グラウト再充填

（パテ埋め・常温亜鉛メッキ）

河川区域河川保全区域河川区域外

※P6～P9の下部工補修は、梁より下側までとする。

（左官工）

河川区域

(河川区域外) (河川保全区域) (河川区域)

HWL=TP+20. 010m

防護柵取替工 防護柵取替工

防護柵取替工

横断防止柵取替工

(ハッチング範囲)

横断防止柵取替工

舗装打替工・橋面防水工
排水ﾄﾞﾚｰﾝ取替え工・区画線工

断 面 図 S=1:60

P1～P5部

P5～P9部A1～P1,P9～A2部

(一部、塗膜系） シート系

(一部、塗膜系） シート系

(一部、塗膜系） シート系

実施設計図面
R7徳土　鬼籠野国府線(一宮橋)

徳・一宮　橋梁修繕工事（担い手確保型）

図示

徳島県東部県土整備局〈徳島庁舎〉

令和　７年度

　縁　石
(水抜き部)

流末部詳細図 S=1:10

車道部(歩道側)

　縁　石
(水抜き部)

伸縮装置 伸縮装置

(車道部) (歩道部)

φ18

φ42.7

φ18

φ18

(歩道部)

排水装置へ挿入

シート防水

端部処理詳細図 S=1:5

床版

(平均舗装厚)

舗装構成断面図

アスファルト舗装（表層）

アスファルト舗装（基層）

アスファルト舗装（基層）

車道部(橋面部)

S=1:5

アスファルト舗装（表層）

アスファルト舗装（基層）

車道部(橋面部外)

2 5 3 1950 50 31 950 50 319 50 50 3195 0 5 0 31950 5 0 39 950 5 0 39 950 5 0 3 9950 5 0 3 9950 50 39 925 5 0

橋長 360 000

12000 11700

23 700

13000 13300

26 300

12000 3 1950 31 95050 319 5050 3195 050 319505 0 5 0 39 95039 950 5 0 5 0 3 9950

26 300

133001300039 925 5 03 99505 0 502 5

橋長 360 00023 700

11700

5
0
0 6
3
5
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5
0
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3
5
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排水桝設置

ひび割れ補修工

照明灯補修工

伸縮装置取替工

ひび割れ補修工 ひび割れ補修工断面修復工

13m 16m 9m

至 鬼籠野 至 国府

至 国府至 鬼籠野

舗装打替工

35 0 2 750 2750 500350 1 500 50 0

87 00

350 1 500 35 0

87 00

2750 2750 500 5 00

35 0150035 0

8 700

27502750 500 5 00

防護柵取替工

剥落防止工

表面含浸工

剥落防止工

防護柵取替工
舗装打替工

橋面防水工　シート系

舗装打替工

橋面防水工

排水管再設置工

排水管再設置工

横断防止柵取替工

防護柵取替工

剥落防止工

表面含浸工

舗装打替工

橋面防水工　シート系

横断防止柵取替工

排水管再設置工

舗装打替工

橋面防水工

防護柵取替工

剥落防止工

排水管再設置工

防護柵取替工

剥落防止工

表面含浸工

舗装打替工

橋面防水工　シート系

横断防止柵取替工

排水管再設置工

舗装打替工

橋面防水工

防護柵取替工

剥落防止工

排水管再設置工

端部目地処理

ドレーン

ドレーンパイプ

ドレーン

ドレーン

ドレーナー12φ（SUS30 4）

橋面防水工

アスファルト舗装 

成型目地材　5mm厚

30

接着層 : アスゴム系接着剤

防水層 : シート系橋面防水
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